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1. 2022年6月期第3四半期の連結業績（2021年7月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年6月期第3四半期 16,384 3.6 2,039 △18.6 2,192 △15.9 1,597 △12.8

2021年6月期第3四半期 15,821 7.3 2,504 32.8 2,606 33.1 1,831 35.5

（注）包括利益 2022年6月期第3四半期　　1,620百万円 （△12.1％） 2021年6月期第3四半期　　1,843百万円 （35.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年6月期第3四半期 284.40 ―

2021年6月期第3四半期 326.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年6月期第3四半期 21,879 18,442 84.3

2021年6月期 20,197 17,328 85.8

（参考）自己資本 2022年6月期第3四半期 18,442百万円 2021年6月期 17,328百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年6月期 ― 0.00 ― 90.00 90.00

2022年6月期 ― 0.00 ―

2022年6月期（予想） 95.00 95.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 6月期の連結業績予想（2021年 7月 1日～2022年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,450 △3.4 2,850 △15.5 2,900 △17.3 2,050 △15.0 365.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年6月期3Q 5,617,500 株 2021年6月期 5,617,500 株

② 期末自己株式数 2022年6月期3Q 1,758 株 2021年6月期 1,649 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年6月期3Q 5,615,813 株 2021年6月期3Q 5,615,851 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P．2「1．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

　当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大に伴う企業活

動や個人消費の制限により、厳しい状況が続いております。加えて、新型コロナウイルス感染症の変異株による感

染再拡大により、先行きは極めて不透明な状況となっております。また、本年２月にはロシアによるウクライナ侵

攻という地政学的リスクも顕在化し、さらなる資源価格の高騰を招くなど、当社を取り巻く経営環境の不確実性が

高まりつつあります。

　鶏肉業界におきましては、主要製造コストである飼料原料価格が大幅に高騰していることに加え、その他人件費

等の製造コストの上昇が継続しております。また、消費者の内食需要の高まりや他畜種に対する価格優位性から、

鶏肉相場は安定しているものの、国内における鶏肉の生産が増加したことにより、需給バランスは緩んできてお

り、今後も厳しい状況が続くものと思われます。

　このような経営環境のもと、当社グループは、飼料製造段階から、飼育、鶏肉生産・加工までの全てをグループ

内で行っていくことにより、様々なお客さまのニーズに応えることを目指しております。

　食品事業では、肥育効率及び製造歩留の改善に努め、主要取引先向けの出荷数量が増加した結果、売上高は前年

同四半期比3.9％の増収となりました。一方、飼料原料価格の大幅な高騰を受けて利益面は前年同四半期比24.0％

の減益となりました。

　外食事業におきましては、自治体からの営業時間短縮要請を受け容れたことにより、前年に比べ販売機会が減少

いたしましたが、引き続きテイクアウトやデリバリーといった中食需要を取り込んだことに加え、前期及び当期中

に行った店舗リニューアル効果も寄与したことにより、売上高は前年同四半期比2.7％の増収となりました。一

方、原材料の高騰や人件費の増加を受けて、利益面は前年同四半期比2.2％の減益となりました。

　以上の結果、当社グループの業績は、売上高163億84百万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。利益面に

つきましては、営業利益20億39百万円（同18.6％減）、経常利益21億92百万円（同15.9％減）となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は15億97百万円（同12.8％減）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①食品

　売上高は、135億16百万円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益は、14億73百万円（同24.0％減）となり

ました。

②外食

　売上高は、24億96百万円（前年同四半期比2.7％増）、セグメント利益は、3億22百万円（同2.2％減）となりま

した。

（2）財政状態に関する説明

　当第3四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産）

　当第3四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ16億82百万円増加し、218億79百万円

となりました。これは主に、工具、器具及び備品が13億19百万円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第3四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ5億68百万円増加し、34億37百万円と

なりました。これは主に、未払金が7億13百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第3四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ11億14百万円増加し、184億42百万

円となりました。これは主に、利益剰余金が10億91百万円増加したことによるものであります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスの変異株による感染状況やロシアによるウクライナ侵攻が世

界経済に与える影響など先行き不透明な状況であり、当社の業績に与える影響等の予測は困難ではありますが、現

時点においては、2021年8月13日の「2021年6月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年6月30日)

当第3四半期連結会計期間
(2022年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,904 6,864

受取手形及び売掛金 1,826 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,996

製品 293 264

仕掛品 365 403

原材料及び貯蔵品 1,043 902

その他 537 890

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 11,969 11,322

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 754 1,038

機械装置及び運搬具（純額） 1,008 946

工具、器具及び備品（純額） 2,216 3,536

土地 2,370 2,372

その他（純額） 953 1,687

有形固定資産合計 7,303 9,580

無形固定資産 3 1

投資その他の資産

投資その他の資産 920 975

貸倒引当金 － △0

投資その他の資産合計 920 974

固定資産合計 8,227 10,557

資産合計 20,197 21,879

負債の部

流動負債

買掛金 481 609

未払金 1,245 1,959

未払法人税等 621 132

賞与引当金 － 88

その他 161 210

流動負債合計 2,510 3,000

固定負債

社債 35 35

役員退職慰労引当金 45 49

退職給付に係る負債 189 200

その他 87 151

固定負債合計 358 436

負債合計 2,868 3,437

純資産の部

株主資本

資本金 452 452

資本剰余金 428 428

利益剰余金 16,339 17,431

自己株式 △1 △2

株主資本合計 17,218 18,309

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 109 132

その他の包括利益累計額合計 109 132

純資産合計 17,328 18,442

負債純資産合計 20,197 21,879

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年7月1日

　至　2021年3月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年7月1日

　至　2022年3月31日)

売上高 15,821 16,384

売上原価 10,348 11,512

売上総利益 5,472 4,872

販売費及び一般管理費 2,968 2,832

営業利益 2,504 2,039

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 5 6

持分法による投資利益 1 －

補助金収入 24 113

受取家賃 26 13

為替差益 6 3

その他 38 22

営業外収益合計 104 159

営業外費用

支払利息 1 2

持分法による投資損失 － 4

その他 1 0

営業外費用合計 2 7

経常利益 2,606 2,192

特別損失

減損損失 35 －

特別損失合計 35 －

税金等調整前四半期純利益 2,570 2,192

法人税、住民税及び事業税 801 624

法人税等調整額 △62 △29

法人税等合計 739 595

四半期純利益 1,831 1,597

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,831 1,597

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年7月1日

　至　2021年3月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年7月1日

　至　2022年3月31日)

四半期純利益 1,831 1,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11 23

その他の包括利益合計 11 23

四半期包括利益 1,843 1,620

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,843 1,620

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）

- 5 -

株式会社アクシーズ（1381）2022年6月期　第3四半期決算短信



（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、外食事業において、他社が運営するポイント制度について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収

益として認識し、ポイント付与相当額を販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、当該対価の総額からポ

イント付与相当額を差し引いた金額で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第3四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第1四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年3月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第2四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号2019年7月4日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2食品 外食 計

売上高

外部顧客への売上高 13,011 2,431 15,442 378 15,821

セグメント間の内部売上高又
は振替高 － － － － －

計 13,011 2,431 15,442 378 15,821

セグメント利益 1,939 329 2,268 235 2,504

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2食品 外食 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 13,516 2,496 16,012 372 16,384

外部顧客への売上高 13,516 2,496 16,012 372 16,384

セグメント間の内部売上高又
は振替高 － － － － －

計 13,516 2,496 16,012 372 16,384

セグメント利益 1,473 322 1,796 243 2,039

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自2020年7月1日 至2021年3月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再生可能エネルギー事業を

含んでおります。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自2021年7月1日 至2022年3月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再生可能エネルギー事業を

含んでおります。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第1四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更

しております。

　なお、売上高及びセグメント利益に与える影響は軽微であります。

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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